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相 模湖 ・津久井湖集水域 に おける大気 由来の 窒素負荷量
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神奈川県環境科学セ ン タ ー

【は じ め に 】相模湖 ・津 久井湖は 、上流か ら流人 す る相模川河川 水の 栄養塩類濃度が 高く、昭和 50 年代に は

ア オ コ が異常 発 生 す る よ うに な っ た。両湖湖 央部に お け る 年間平均濃度は 、T−N が 1．4〜1．5　mg ！l、　 T−P が 0、06
〜0、09mg ／且と 高 く、水道 水源 湖 沼 と して は 強度 の 富栄 養化 状態 に あ る、t 流域 へ の 窒素負荷と して は 、大気 由

来 の 窒素 負荷 量 が 無視 で きない こ とが 明 らか に な っ て お り、感 雨式 自動 雨 水採 取装置 を 用 い て 湿 性 沈着 山来

の 窒素負荷量 を評価す る とともに 、 イ ン フ ァ レ ン シ ャ ル 法を用 い た 乾性 沈着由来 の 窒素負荷量 の 評価を行 い 、

相模湖 ・津 久 井湖集水域 に お ける大 気 由来 の 窒 素 負 荷量 の 算 定 を試 み た．、

【方法】相模川源 流 に 近接 す る山梨県富 上 吉田市 （以 下、「上 流地点 」 とい う．）及 び 相模 湖 ・津 久 井湖 に 近

接 す る 神奈川県相模原市 （以 下、「下流地 点 」 と い う。） に お い て 、2007年 12 月
〜2008 年 11 月、感雨式 自動

雨 水採 取装置に よ り約 1 ヶ 月 間 の 雨 を毎 月 採取 し、降水試料 中 の 窒素濃度に 降水量 を乗 じて 湿 性 沈着由来 の

窒素負 荷量 を算出 し た、また、 卜流地点 に お い て 4 段 ろ 紙 法 に よ り HNO ：，ガ ス 、　 NHr，ガ ス 及 び エ ア ロ ゾ ル の

測定を、両地点 で N 式 パ ッ シ ブ 法 に よ り HNO3 ガ ス 、　 NH ， ガ ス の 測 定を行 っ た。上流地点 の エ ア ロ ゾ ル 濃度

は ト
．
流地点 の 粒 子化率 （粒子濃度／ （ガ ス 濃度＋ 粒子濃度 〉）を用 い て 算 出 した。NO2 につ い て は、最寄 りの

常時監視データ を1吏用 し た．、パ ッ シ ブサ ン ブ ラー
の サ ン プ リン グ速度は、 4 段 ろ紙法 とパ ッ シ ブ法 を同時に

測定し て い る 下流地 点 の 測定データ よ り算出 した ．、乾性沈着推計 フ ァ イ ル Ver．3−3 （http：〃www ．hokkaldo −ies．go．

jp〆selsakuka ！ac 且d＿rarm
’kanseichinchaku／kanse且chmchaku ．htm）を用 い て 沈着速度を算出し、大気中濃度に 沈着速

度 を 乗 じて 乾性沈着 由来 の 窒 素負荷 量 を 算出 し た．
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 （a ）上 流地点【結果 】

（1）湿性沈着 由来 の 窒素負荷量 　降水 中の NO3 濃 度 は

上 流地点 で 0、20mg ／1、下流地 点 で O．31　 mg
’1、　 NH4 膿

度は 上 流地点 で 020mg 〆1、下流地 点で O．33　m9 〆1で あ

っ た，降水中の 窒素濃度に 降水量 を乗 じて 算出 した窒

素負荷量 は 、上流地点 で 6、4kg−N！ha／y （NOJ
．−N が 32

kg−N！ha〆y 、　 NH ，

＋−N が 3．2　kg−N ！ha！y）、ド流地点 で 128

kg−N！hai
’
y　（NO3

’−N が 6．2　 kg−N／ha！y、　 NH4 −N が 6．6

kg−Nlha，

’
y） で あ っ た （図 1）。

（2）乾性 沈着由来の 窒素負荷量　上 流地点 を 「森林 」、

下 流地点 を 1農地 1 と し て 沈着速度を算出 し、大気 申

濃度 に 沈着速度 を乗 じ て 乾性 沈着由来 の 窒素負荷量

を算出 した と こ ろ、上 流地点で 3．8kg −N 〆ha！y、下 流地

点 で 2．7　kg−Nfha／y で あ っ た 俵 P 　 E流地点 で は

HNO ，
ガ ス 、下 流地点 で は NOt に よ る窒 素負荷 が 乾性

沈着全体 の 約 50％ を 占め て い た 、

（3）大気 由来 の 窒素負荷量 　大気由来の 窒 素負荷量 は 、

上 流地点で lo、2　kg−Nth ［u
’

y （湿 Ml由来 が 6．4、乾性 由来

が 3．8）、
一
ト
’
流 」也点 で 15．5kg−N 〆ha！y （湿性 由来が 12，8、

乾性 由来が 2．7） で あ り、乾性 由来 の 窒素負荷 量 が 全

体に 占め る割 含は そ れ ぞ れ 約 38％ 、約 17％ で あ っ た、

特 に 「森林 1 に お い て は 、乾性沈着由 来 の 窒素負荷量

の 評価が 必 要 で あ る こ と が 7F され た ，

表 1　乾性降 下 物 由来 の 窒素負荷量 （kg−Nt
’
ha！y）

　　　　　、
エ ア 卩 ソ ル

HNO 蕃 NH ≧ NO 、　　幽
NO3

’ 　　一
NH4

合計

E流 L91 ．00 ．680 ．i50 ．123 ．8

下流 0．370 ．571 、40 、0800 ．212 ．7
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図 1 降水 量 及 び 湿 性 降下 物 由来 の 窒素負荷 量

　　　（a ｝上 流地点　（b）下流 地 点

　　　匚 ： NH41 ■ ： NOr．
．

折れ線 ： 降水 量

一270一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


